
心のなかに生まれた問いを、
大事にしてほしい。

一生に一度でいい。
考えることを、心ゆくまで続けられる時間を持とう。

真新しいスーツに身をつつむ前に、
答えのない問いに挑む、覚悟をまとおう。

「文＝人がことばにしてきた、広大かつ深遠な領域」を
探究する者たちは、不透明で不確かだと言われる時代にも臆することなく、
変化や迷いさえも糧にして、自分のなかにある問いを突き詰めていく。

ひとつの問いを、さまざまな方法をいかして緻密に考察し、
他者の問いにも答えを示せる論証へと、成果を磨き上げていく。

そして何より、
探究者たちは好きなことを堂々と語り、
知る楽しさや、学びの手ざわりにあふれた日々を通して、
自分自身の人生をゆたかにしていく。

立命館大学大学院 文学研究科
ここは、ことばによって思考する生き物である人間が、
考えることを諦めなくていい場所。

不確かな時代こそ、「自分で考え抜いた」という確かな足跡が、
自身の成長と社会の成熟を促す一歩となることを
わたしたちは願っています。
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立命館大学大学院
文学研究科

国を越えた２つの修士学位を取得

大学院進学プログラム・大学院科目早期履修制度 ［立命館大学文学部生対象］

M1春学期 M1秋学期 M2春学期 M2秋学期
留学先大学院 学 修 学 修

立命館大学大学院 学 修 学 修

文学 研 究 科 の特 色ある学び・プログラム

文学研究科は、海外との研究交流などの国際化を重要課題と位置づけ、大学院生にグローバル
な視点での学修を可能とするために、海外の大学との間で Dual Master’s Degree Program 

（DMDP）を実施しています。このプログラムは、グローバル化する国際社会で活躍する人材を育
てることを目的として発足したもので、2年間の博士課程前期課程在学中に海外の大学院に正規留
学することによって、最短 2年で両大学の大学院から修士号を取得できる画期的な制度です。中
国の広東外語外貿大学、韓国の高麗大学校、東西大学校とDMDPの協定を締結しています。本学
大学院生は本学に授業料を納付し、留学先の試験料、入学金、授業料は免除されます。また本学
大学院生には「立命館大学大学院留学協定等にもとづく留学プログラムに対する奨学金規程」に
もとづき、奨学金が支給されます。

文学研究科には、学部生時に早期に大学院の授業を履修することができる
「大学院進学プログラム」と「大学院科目早期履修制度」があります。「大学院
進学プログラム」では、立命館大学文学部の3回生時にプログラムに出願し、合
格すると、4回生時に1年間文学研究科の科目を受講することができます（上限
15単位）。その後、文学研究科に入学すると、「大学院進学プログラム」で取得
した大学院科目の単位を認定することができます（入学には「学内進学入学試
験」を受験し合格する必要があります）。

この制度を利用すれば、4回生時に大学院の高度な授業に参加し今後の研究
に活かすことができるとともに、4回生時に取得した大学院科目の単位を、文学
研究科への入学後、文学研究科が定める単位数を上限として、前期課程修了に

必要な単位に含めることができます。それにより、残りの修了に必要な単位の取
得、および修士論文審査に合格するなどの早期修了の要件を満たすことができ
れば、最短 1年間での修了が可能です。
「大学院科目早期履修制度」は、立命館大学文学部の 4回生以上が対象です。

出願の上、許可された場合は、4回生秋学期に大学院科目を履修することができ
ます（上限 6単位）。「学内進学入学試験」を受験し、立命館大学文学研究科に
入学した場合は、「大学院進学プログラム」と同様に、4回生時に取得した大学
院科目の単位を認定することができ、文学研究科が定める単位数を上限として、
前期課程修了に必要な単位に含めることができます。

さらにDMDPとは別に、立命館大学が実施する各種の海外留学プログラムには大学院生が参
加できるものがあります。詳細は本学海外留学ホームページを参照してください。

海外留学プログラムホームページ
https://www.ritsumei.ac.jp/studyabroad/ 

立命館大学大学院 文学研究科ホームページはこちら
https://www.ritsumei.ac.jp/gslt/ 
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最短2年間で両大学の修士号を取得できる制度です

広東外語外貿大学

高麗大学校

東西大学校

立命館大学大学院

［お問い合わせ］
〒603-8577 京都府京都市北区等持院北町 56-1　TEL.075-465-8187

立命館大学大学院 文学研究科

これまでの文学研究科の就職・キャリアパスの
情報を「進路・就職」のページに掲載しています。
また、「修了生の声」のページでは、文学研究科の
修了生一人ひとりの声を通じて、実際に社会でど
のように活躍しているのかを知ることができます。

入試・学費・奨学金の
情報はこちらからご覧
いただけます。

進路・就職 修了生の声
文学研究科の
就職・

キャリアパス

入試・学費・
奨学金の情報

入試・学費・奨学金

学部 3 回生 学部 4 回生 前期課程1 回生
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▪�大学院進学プログラム�［立命館大学文学部3回生対象］�

※1年もしくは1年半で修了するには早期修了の要件を満たす必要があります。

院科目の早期履修 研究・修士論文執筆

学部 4 回生 前期課程1 回生 前期課程 2 回生
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▪�大学院科目早期履修制度�［立命館大学文学部4回生対象］

研究・修士論文執筆院科目の早期履修



カリキュラム

コース体制

修了に必要な単位数 ▪�専修科目
専修ごとに開講している専門科目。各分野における最新の研究や知見を修得するため、および学際的・
国際的な視野を得るために、講義や文献講読、実習を通じて学ぶ。所属する専修（自専修）の専修科目
から研究一貫コースでは 16単位、高度探究コースでは 10単位以上を履修することを必修とする。

▪�特別研究科目
各セメスターで履修を原則としている研究指導科目。大学院生の研究発表に即して所属専修の複数名
の教員が研究指導を行い、多面的・複眼的な観点から自らの研究を学術論文によって展開することので
きる力を身につけていく。また、修士論文の指導も行う。

▪�高度探究科目
人文学を先進的・発展的・横断的に学び、人文学の多様なものの見方や考え方を養う。「高度探究科
目」の中には、専修免許状を取得して広く教育現場で活躍するための科目や、専門性を生かして国際的に
活躍するための語学力を養う科目、修了後のキャリア意識を構築していく科目などが含まれる。

科目区分
コース

研究一貫 高度探究

専修科目 16単位以上 10単位以上

特別研究科目 4単位以上 4単位以上

高度探究科目 2単位以上 6単位以上

合計 30単位以上 30単位以上

カリキュラムマップはこちら  

博士課程前期課程

前期課程では、様々な目的を持つ人を受けいれるため、２つのコース
（研究一貫コース、高度探究コース）を導入しています。コースは入学
試験出願時に決定し、入学後はそれぞれの目標に沿って研究を進め
ていきます。
「研究一貫コース」は、博士課程後期課程に進学して博士学位を取

得することを目指す人を対象とし、研究者育成を目的とします。
「高度探究コース」では、変化する社会の諸問題に柔軟に対応する

ため、博士課程前期課程において専門分野での学びにとどまらず、社

会との繋がりを視野に人文学（および情報人文学）を多様に学ぶこと
を狙いとしています。
「高度探究コース」では、専門科目の学びに加えて、「高度探究科

目」において最新の人文学の諸問題について多面的・複眼的に学ぶ
科目、語学力を養成する科目、キャリア形成科目などを受講し、博士
課程前期課程修了後に人文学の学びを活かして、高度な知識基盤社
会で活躍する人材の育成を目的とします。

博士課程前期課程では、様々な目的を持つ人を受けいれるため、2つのコース（研究一貫コース、高度探究コース）を導入しています。
コースは入学試験出願時に決定し、入学後はそれぞれの目標に沿って研究を進めていきます。

大学院生の目的に応じた2つのコースを設置�［博士課程前期課程］

研究一貫コース 高度探究コース

研究者を目指すコース。博士課程後期課程に進学して博士学位を取
得することを目指す人を対象とします。研究者となるための基本的素
養を修得するとともに、博士課程後期課程へ進学できる人材を育成し
ます。

人文学をより深く学ぶコース。社会的要請に対応する知識、技能およ
び経験を持ち、現代の多様な問題に対処できる人材を育成します。博
士課程前期課程修了後、大学院で学んだ知識や経験を活かし、中学・
高等学校教員、民間企業、公務員、学芸員などの多様な分野での就職
を目指す人。また現役の有識者で、より専門的な能力を身につけるこ
とを目指す人などを対象とします。

博士課程前期課程修了後の�就職・キャリアパスのイメージ

博士課程後期課程に進学し、将来は大学などの研究機関へ就職 民間企業、公務員、中学・高等学校教員、学芸員などへ就職

専攻・専修01 02

博士課程後期課程
博士課程後期課程では、大学院科目の受講を通じた指導を受けな

がら研究を進め、その研究内容を研究会・学会・専門誌等で発表しま
す。博士課程後期課程修了時には、研究成果を博士論文にまとめ、
博士学位の取得が期待されます。

文学研究科では、これまでに数多くの博士論文が提出され、博士
学位を取得した多くの修了生が全国の大学や研究機関等で研究者と
して活躍しています。
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文学研究科は人文学専攻と行動文化情報学専攻による、2専攻 13
専修の体制となっています。文学研究科には 80名以上の教員が所
属しており、伝統的な人文学に加え、情報技術と人文学を融合させた

これまでにない新しい学問分野を展開しています。また専攻・専修
の壁は低く、専攻・専修を超えた多様な科目の受講や研究活動を行
えることができることが立命館大学大学院文学研究科の強みです。

⚫東洋史学専修
中国を中心とする東アジア世界を、その起源に遡って研究
します。そのための方法としての原典読解は、昨今の東ア
ジア諸地域におけるダイナミックな動きの原点を探る上で
有益でしょう。

⚫ヨーロッパ・イスラーム史専修
ヨーロッパやイスラーム世界の様々な地域・時代・分野を専
門とする多様な教員が、ヨーロッパ・イスラーム史研究の世
界的な研究拠点を立命館大学に築くべく、大学院生ととも
に研究を進めています。

⚫文化動態学専修�［博士課程前期課程のみの募集］
比較文化論、言語学、歴史学、美術史、現代芸術批評、音楽
文化論、社会思想史、文化人類学等の専門領域を横断しな
がら文化のダイナミズムに取り組める専修です。

⚫現代東アジア言語・文化学専修
中国（台湾・香港などを含む）・朝鮮半島を領域とし、そこ
における言語・現代文化・現代史を教学分野として、中国
語・朝鮮語の実践的なコミュニケーション能力を身につけ
た、グローバルな東アジア人を育成します。

⚫英語圏文化専修
応用言語学および英語圏文化の歴史、文化・文学を分野横
断的に研究します。高度な専門性を磨きつつ学際的な思
考力を身につけます。また、これらの研究を通して国際的
に活躍できる英語運用能力を養います。

⚫考古学・文化遺産専修
人類の残した遺跡や遺物から歴史を復原する考古学を学
ぶと同時に、遺跡や遺物を中心とする文化遺産の保存と活
用について学びます。日本列島の考古学と文化遺産が対象
ですが、日本列島以外についても広く学ぶことが可能です。

人文学専攻

行動文化情報学専攻

⚫哲学専修
現象学の系譜に連なる近現代の哲学やフランス現代思想、
近現代の倫理学や応用倫理といった諸分野にスタッフを
配置し、哲学の歴史と伝統を踏まえつつ、人間存在を取り
巻く根源的・現代的課題に迫ります。

⚫教育人間学専修
「人間であること、人間になること、人間を超えること」を全
体コンセプトとして、教育と人間のかかわりを多角的に考究
します。その出発点は、生まれ、育ち、出会いや別れをへて、
やがて老い、死にゆく人間の営みに対する驚きと悲しみです。

⚫日本文学・日本語学専修
日本文学研究と日本文化研究とを融合させた学際的、国
際的な “日本研究 ”、情報技術を活用した“コーパス日本語
学 ”の実践を通して、最先端の研究手法を身につけ、日本文
学、日本文化、日本語の核心に迫ります。

⚫中国文学・思想専修
悠久の歴史の中ではぐくまれ、東アジアの文化に大きな影
響力をもつ中国の文学や思想に関する高い識見を養い、そ
こに存在する興味深い問題について清新な研究を展開し
ます。

⚫英米文学専修
英米を中心とする英語文学・文化を広く深くカバーする専
門分野の教員が指導に当たり、高度な英語力や分析力を養
います。研究職はもとより、英語力が要求される多様な職
場への就職が考えられます。

⚫日本史学専修
古代から現代に至る各時代のスペシャリストが、伝統あ
る「立命史学」に立脚した新たな歴史学を構築します。全
国各地で教員・学芸員として活躍する先輩たちとのネット
ワークも充実しています。

⚫地理学・地域観光学専修
空間的視座から地球上の多様な現象を解明する「地理学」
と、地理学を軸としつつ社会学・文化人類学等の知見を取
り入れた学際的視座から観光現象を解明する「地域観光
学」に関し、質の高い教育・研究を展開します。
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